
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動画データを記憶した記憶手段と、
画像を表示する表示手段と、
上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示手
段と、
この位置指示手段で指示された編集点位置を基点として上記動画データ中の所定時間分を
新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設定する編集手段とを具備したことを特徴と
する動画編集装置。
【請求項２】
上記編集手段は、上記編集点位置を基点として上記動画データ中の時間軸の前方向または
後方向の所定時間分を新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設定することを特徴と
する請求項１記載の動画編集装置。
【請求項３】
上記所定時間の時間値を指示する時間指示手段をさらに具備したことを特徴とする請求項
１または２記載の動画編集装置。
【請求項４】
動画データを記憶した記憶手段と、
画像を表示する表示手段と、
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上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで第１の編集点位置を指示する第１
の位置指示手段と、
この第１の位置指示手段での指示後、任意のタイミングで第２の編集点位置を指示する第
２の位置指示手段と、
上記第１及び第２の位置指示手段で指示された第１及び第２の編集点位置に基付いて上記
動画データ中の一部を新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設定する編集手段とを
具備したことを特徴とする動画編集装置。
【請求項５】
動画データを記憶した記憶手段と、
画像を表示する表示手段と、
上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示手
段と、
この位置指示手段で指示された編集点位置に基付いて上記動画データを分割し、その編集
点位置前後それぞれの動画データを新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設定する
編集手段とを具備したことを特徴とする動画編集装置。
【請求項６】
上記編集手段により新規の動画データを上記記憶手段に記憶設定した後、削除することを
確認した上で元の動画データを上記記憶手段から自動削除する削除手段をさらに具備した
ことを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載の動画編集装置。
【請求項７】
上記動画再生手段による動画データの再生後、上記編集手段が新規に上記記憶手段に記憶
設定した動画データを再生して上記表示手段で表示させる再生制御手段をさらに具備した
ことを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載の動画編集装置。
【請求項８】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生工程と
、
この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示工
程と、
この位置指示工程で指示された編集点位置を基点として上記動画データ中の所定時間分を
新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集工程とを有したことを特徴とす
る動画編集方法。
【請求項９】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生工程と
、
この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで第１の編集点位置を指示する第１
の位置指示工程と、
この第１の位置指示工程での指示後、任意のタイミングで第２の編集点位置を指示する第
２の位置指示工程と、
上記第１及び第２の位置指示工程で指示された第１及び第２の編集点位置に基付いて上記
動画データ中の一部を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集工程とを
有したことを特徴とする動画編集方法。
【請求項１０】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生工程と
、
この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示工
程と、
この位置指示工程で指示された編集点位置に基付いて上記動画データを分割し、その編集
点位置前後それぞれの動画データを新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する
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編集工程とを有したことを特徴とする動画編集方法。
【請求項１１】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生ステッ
プと、
この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指
示ステップと、
この位置指示ステップで指示された編集点位置を基点として上記動画データ中の所定時間
分を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集ステップとをコンピュータ
に実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生ステッ
プと、
この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミングで第１の編集点位置を指示する
第１の位置指示ステップと、
この第１の位置指示ステップでの指示後、任意のタイミングで第２の編集点位置を指示す
る第２の位置指示ステップと、
上記第１及び第２の位置指示ステップで指示された第１及び第２の編集点位置に基付いて
上記動画データ中の一部を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集ステ
ップとをコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表示させる動画再生ステッ
プと、
この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指
示ステップと、
この位置指示ステップで指示された編集点位置に基付いて上記動画データを分割し、その
編集点位置前後それぞれの動画データを新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定
する編集ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタルカメラやカメラ機能付き携帯電話端末等に好適な動画編集装置、動画
編集方法及びプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、銀塩フィルムを用いるカメラに代わって、撮影画像を電子データ化してメモリカー
ド等の記憶媒体に蓄積し、即時撮影した内容を再生可能としたデジタルカメラが広く普及
している。
【０００３】
この種のデジタルカメラでは、そのほとんどの機種が、静止画像のみならず、構成画素数
や単位時間当たりの画像数、連続撮影時間等に制限はあるものの、時間的に連続した複数
の静止画像からなる動画像も撮影可能となっている。
【０００４】
通常、デジタルカメラで撮影した動画像のデータファイルは、パーソナルコンピュータに
取込み、ビデオ編集ソフトを用いて編集を行なうのが一般的である。
【０００５】
また、デジタルカメラ単体で動画データを簡易に編集可能とするべく、再生途中の任意の
タイミングで指示した編集点を基準にして、その前半と後半を消去、分割、あるいは連結
するようにしたものも考えられている。（例えば、特許文献１参照。）
【０００６】
【特許文献１】
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特開平１１－２７５５１２号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらパーソナルコンピュータで使用するビデオ編集ソフトは、ＤＶ（デジタルビ
デオ）テープを記憶媒体とするＤＶカメラを対象とした製品が主流であり、本来は静止画
像の撮影が主体であったデジタル（スチル）カメラで撮影した動画データに対応するもの
はほとんどなかった。
【０００８】
また、上記特許文献１に記載された技術は、簡単な操作で再生中の動画データの編集点位
置と編集方法を指示することで、容易のその編集動作が実行されるものであるが、所謂一
般的な編集の概念通り、例えば１つの動画データ「Ａ」を編集点を挟んで２つの動画デー
タ「Ａ１」と「Ａ２」とに分割した場合、編集を実行した時点ですでに元の動画データ「
Ａ」は存在せず、分割によって新規に再生された２つの動画データ「Ａ１」と「Ａ２」が
存在するのみとなる。
【０００９】
したがって、その新規に再生された２つの動画データ「Ａ１」と「Ａ２」の内容を再生動
作によって確認した後で、やはり元の動画データ「Ａ」が必要であったと判断した場合に
は、さらに２つの動画データ「Ａ１」と「Ａ２」を１つに連結する編集動作が必要となる
。
【００１０】
このように、気軽に動画データの編集が実行できる反面、各種の編集動作を実行した時点
で元のデータがなくなってしまう点、編集で新規に作成した動画データを指示して個々に
その内容を再生して確認するための操作が必要である点等、貴重な動画データの取扱いに
対する柔軟性に欠けるという不具合も多々ある。
【００１１】
本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、動画デー
タの編集に関して、簡便な操作性を損なわずに、きめ細かな設定で所望する結果を得るこ
とが可能な動画編集装置、動画編集方法及びプログラムを提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は、動画データを記憶した記憶手段と、画像を表示する表示手段と、
上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示手
段と、この位置指示手段で指示された編集点位置を基点として上記動画データ中の所定時
間分を新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設定する編集手段とを具備したことを
特徴とする。
【００１３】
このような構成とすれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動画データと
は別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単
な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる。
【００１４】
請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記編集手段は、上記編集点
位置を基点として上記動画データ中の時間軸の前方向または後方向の所定時間分を新規の
動画データとして上記記憶手段に記憶設定することを特徴とする。
【００１５】
このような構成とすれば、上記請求項１記載の発明の作用に加えて、必要な所定時間部分
の終端または始端のタイミングを編集点として指示するのみで新規の動画データを作成す
るようになり、ユーザが理解し易い形で編集点を指示できる。
【００１６】
請求項３記載の発明は、上記請求項１または２記載の発明において、上記所定時間の時間
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値を指示する時間指示手段をさらに具備したことを特徴とする。
【００１７】
このような構成とすれば、上記請求項１または２記載の発明の作用に加えて、ユーザ自身
が新規に作成する動画データの時間を指示できるため、より適切で無駄のない編集動作が
実現できる。
【００１８】
請求項４記載の発明は、動画データを記憶した記憶手段と、画像を表示する表示手段と、
上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで第１の編集点位置を指示する第１
の位置指示手段と、この第１の位置指示手段での指示後、任意のタイミングで第２の編集
点位置を指示する第２の位置指示手段と、上記第１及び第２の位置指示手段で指示された
第１及び第２の編集点位置に基付いて上記動画データ中の一部を新規の動画データとして
上記記憶手段に記憶設定する編集手段とを具備したことを特徴とする。
【００１９】
このような構成とすれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の動画データ
とは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単な
操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる。
【００２０】
請求項５記載の発明は、動画データを記憶した記憶手段と、画像を表示する表示手段と、
上記記憶手段で記憶した動画データを再生して上記表示手段で表示する動画再生手段と、
この動画再生手段での動画再生中の任意のタイミングで編集点位置を指示する位置指示手
段と、この位置指示手段で指示された編集点位置に基付いて上記動画データを分割し、そ
の編集点位置前後それぞれの動画データを新規の動画データとして上記記憶手段に記憶設
定する編集手段とを具備したことを特徴とする。
【００２１】
このような構成とすれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データとは別にそ
の前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なう
ことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
【００２２】
請求項６記載の発明は、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明において、上記編集手
段により新規の動画データを上記記憶手段に記憶設定した後、削除することを確認した上
で元の動画データを上記記憶手段から自動削除する削除手段をさらに具備したことを特徴
とする。
【００２３】
このような構成とすれば、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明の作用に加えて、元
の動画データが必要ないと判断した時点で自動削除することにより、動画データの記憶に
要する容量が制限されている場合でもその容量を有効に活用できる。
【００２４】
請求項７記載の発明は、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明において、上記動画再
生手段による動画データの再生後、上記編集手段が新規に上記記憶手段に記憶設定した動
画データを再生して上記表示手段で表示させる再生制御手段をさらに具備したことを特徴
とする。
【００２５】
このような構成とすれば、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明の作用に加えて、新
規に作成した動画データを即時再生することによりその内容を確認できるので、新規に作
成した動画データの内容に不具合があった場合などに迅速に対処できる。
【００２６】
請求項８記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表
示させる動画再生工程と、この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで編集点
位置を指示する位置指示工程と、この位置指示工程で指示された編集点位置を基点として
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上記動画データ中の所定時間分を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編
集工程とを有したことを特徴とする。
【００２７】
このような方法とすれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動画データと
は別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単
な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる。
【００２８】
請求項９記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に表
示させる動画再生工程と、この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで第１の
編集点位置を指示する第１の位置指示工程と、この第１の位置指示工程での指示後、任意
のタイミングで第２の編集点位置を指示する第２の位置指示工程と、上記第１及び第２の
位置指示工程で指示された第１及び第２の編集点位置に基付いて上記動画データ中の一部
を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集工程とを有したことを特徴と
する。
【００２９】
このような方法とすれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の動画データ
とは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単な
操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる。
【００３０】
請求項１０記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に
表示させる動画再生工程と、この動画再生工程での動画再生中の任意のタイミングで編集
点位置を指示する位置指示工程と、この位置指示工程で指示された編集点位置に基付いて
上記動画データを分割し、その編集点位置前後それぞれの動画データを新規の動画データ
として上記記憶媒体に記憶設定する編集工程とを有したことを特徴とする。
【００３１】
このような方法とすれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データとは別にそ
の前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なう
ことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
【００３２】
請求項１１記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に
表示させる動画再生ステップと、この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミン
グで編集点位置を指示する位置指示ステップと、この位置指示ステップで指示された編集
点位置を基点として上記動画データ中の所定時間分を新規の動画データとして上記記憶媒
体に記憶設定する編集ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００３３】
このようなプログラム内容とすれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動
画データとは別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうこと
なく、簡単な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる
。
【００３４】
請求項１２記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に
表示させる動画再生ステップと、この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミン
グで第１の編集点位置を指示する第１の位置指示ステップと、この第１の位置指示ステッ
プでの指示後、任意のタイミングで第２の編集点位置を指示する第２の位置指示ステップ
と、上記第１及び第２の位置指示ステップで指示された第１及び第２の編集点位置に基付
いて上記動画データ中の一部を新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集
ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００３５】
このようなプログラム内容とすれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の
動画データとは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことな
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く、簡単な操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することがで
きる。
【００３６】
請求項１３記載の発明は、記憶媒体に記憶された画像データを読出し、再生して表示部に
表示させる動画再生ステップと、この動画再生ステップでの動画再生中の任意のタイミン
グで編集点位置を指示する位置指示ステップと、この位置指示ステップで指示された編集
点位置に基付いて上記動画データを分割し、その編集点位置前後それぞれの動画データを
新規の動画データとして上記記憶媒体に記憶設定する編集ステップとをコンピュータに実
行させることを特徴とする。
【００３７】
このようなプログラム内容とすれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データ
とは別にその前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画デー
タを損なうことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
【００３８】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
以下本発明をデジタルカメラに適用した場合の第１の実施の形態について図面を参照して
説明する。
【００３９】
図１は、その外観構成を示すもので、図１（Ａ）が主に前面の、図１（Ｂ）が主に背面の
構成を示す斜視図である。
【００４０】
このデジタルカメラ１は、略矩形の薄板状ボディの前面に、撮影レンズ２、セルフタイマ
ランプ３、光学ファインダ窓４、マイクロホン部５、ストロボ発光部６、及びラバーグリ
ップ７を配設し、上面の（ユーザにとって）右端側には電源キー８及びシャッタキー９を
配する。
【００４１】
ラバーグリップ７は、ユーザが撮影時にデジタルカメラ１を右手で筐体右側面側から把持
した場合に右手中指、薬指、及び小指が確実に該筐体を把持できるように配設されたゴム
製の帯状突起である。
【００４２】
また、電源キー８は、電源のオン／オフ毎に操作するキーであり、シャッタキー９は、記
録モード時に撮影タイミングを、再生モード時の特に動画編集モード時に編集点位置を決
定する。
【００４３】
また、デジタルカメラ１の背面には、モードスイッチ（ＳＷ）１０、スピーカ部１１、メ
ニューキー１２、十字キー１３、セットキー１４、光学ファインダ１５、ストロボチャー
ジランプ１６、及び表示部１７を配する。
【００４４】
モードスイッチ１０は、例えばスライドキースイッチにより構成され、基本モードである
記録モード「Ｒ」と再生モード「Ｐ」とを切換える。
【００４５】
メニューキー１２は、各種メニュー項目等を選択させる際に操作する。
【００４６】
十字キー１３は、上下左右各方向へのカーソル移動用のキーが一体に形成されたものであ
り、表示されているメニュー項目等を移動させる際に操作する。
【００４７】
セットキー１４は、上記十字キー１３の中心位置に配置され、その時点で選択されている
メニュー項目内容等を設定するために操作する。
【００４８】
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ストロボチャージランプ１６は、光学ファインダ１５に近接配置されたＬＥＤランプでな
り、このデジタルカメラ１のユーザが光学ファインダ１５を覗いている場合と表示部１７
を見ている場合のいずれであってもストロボのチャージ状態等をユーザに視認させる。
【００４９】
表示部１７は、バックライト付きのカラー液晶パネルで構成されるもので、記録モード時
には電子ファインダとしてスルー画像のモニタ表示を行なう一方で、再生モード時には選
択した画像等を再生表示する。
【００５０】
なお、図示はしないがデジタルカメラ１の底面には、記録媒体として用いられるメモリカ
ードを着脱するためのメモリカードスロットや、外部のパーソナルコンピュータ等と接続
するためのシリアルインタフェースコネクタとして、例えばＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
　Ｓｅｒｉｕａｌ　Ｂｕｓ）コネクタ等が設けられるものとする。
【００５１】
次いで図２により上記デジタルカメラ１の電子回路構成を説明する。
同図で、基本モードである記録モードにおいては、モータ（Ｍ）２１の駆動により合焦位
置や絞り位置が移動される、上記撮影レンズ２を構成するレンズ光学系２２の撮影光軸後
方に配置された撮像素子であるＣＣＤ２３が、タイミング発生器（ＴＧ）２４、垂直ドラ
イバ２５によって走査駆動され、一定周期毎に結像した光像に対応する光電変換出力を１
画面分出力する。
【００５２】
この光電変換出力は、アナログ値の信号の状態でＲＧＢの各原色成分毎に適宜ゲイン調整
された後に、サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）２６でサンプルホールドされ、Ａ／Ｄ変換
器２７でデジタルデータに変換され、カラープロセス回路２８で画素補間処理及びγ補正
処理を含むカラープロセス処理が行なわれて、デジタル値の輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ
，Ｃｒが生成され、ＤＭＡ（Ｄｉｒｅｃｔ
Ｍｅｍｏｒｙ　Ａｃｃｅｓｓ）コントローラ２９に出力される。
【００５３】
ＤＭＡコントローラ２９は、カラープロセス回路２８の出力する輝度信号Ｙ及び色差信号
Ｃｂ，Ｃｒを、同じくカラープロセス回路２８からの複合同期信号、メモリ書込みイネー
ブル信号、及びクロック信号を用いて一度ＤＭＡコントローラ２９内部のバッファに書込
み、ＤＲＡＭインタフェース（Ｉ／Ｆ）３０を介してバッファメモリとして使用されるＤ
ＲＡＭ３１にＤＭＡ転送を行なう。
【００５４】
制御部３２は、ＣＰＵと、後述する記録モード時のシャッタキー９の操作に対する処理を
含む該ＣＰＵで実行される動作プログラムを固定的に記憶したＲＯＭ、及びワークメモリ
として使用されるＲＡＭ等により構成され、このデジタルカメラ１全体の制御動作を司る
もので、上記輝度及び色差信号のＤＲＡＭ３１へのＤＭＡ転送終了後に、この輝度及び色
差信号をＤＲＡＭインタフェース３０を介してＤＲＡＭ３１より読出し、ＶＲＡＭコント
ローラ３３を介してＶＲＡＭ３４に書込む。
【００５５】
デジタルビデオエンコーダ３５は、上記輝度及び色差信号をＶＲＡＭコントローラ３３を
介してＶＲＡＭ３４より定期的に読出し、これらのデータを元にビデオ信号を発生して上
記表示部１７に出力する。
【００５６】
この表示部１７は、上述した如く記録モード時にはモニタ表示部（電子ファインダ）とし
て機能するもので、デジタルビデオエンコーダ３５からのビデオ信号に基づいた表示を行
なうことで、その時点でＶＲＡＭコントローラ３３から取込んでいる画像情報に基づく画
像をリアルタイムに表示することとなる。
【００５７】
このように表示部１７にその時点での画像がモニタ画像としてリアルタイムに表示されて
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いる状態で、静止画撮影を行ないたいタイミングで上記シャッタキー９を操作すると、ト
リガ信号を発生する。
【００５８】
制御部３２は、このトリガ信号に応じてその時点でＣＣＤ２３から取込んでいる１画面分
の輝度及び色差信号のＤＲＡＭ３１へのＤＭＡ転送の終了後、直ちにＣＣＤ２３からのＤ
ＲＡＭ３１への経路を停止し、記録保存の状態に遷移する。
【００５９】
この記録保存の状態では、制御部３２がＤＲＡＭ３１に書込まれている１フレーム分の輝
度及び色差信号をＤＲＡＭインタフェース３０を介してＹ，Ｃｂ，Ｃｒの各コンポーネン
ト毎に縦８画素×横８画素の基本ブロックと呼称される単位で読出してＪＰＥＧ（Ｊｏｉ
ｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ　ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）回路３６に
書込み、このＪＰＥＧ回路３６でＡＤＣＴ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｃｏ
ｓｉｎｅ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：適応離散コサイン変換）、エントロピ符号化方式である
ハフマン符号化等の処理によりデータ圧縮する。
【００６０】
そして、得た符号データを１画像のデータファイルとして該ＪＰＥＧ回路３６から読出し
、このデジタルカメラ１の記録媒体として着脱自在に装着されるメモリカード３７か、ま
たはこのデジタルカメラ１に固定的に内蔵される内蔵メモリ３８のいずれか一方に書込む
。
【００６１】
そして、１フレーム分の輝度及び色差信号の圧縮処理及びメモリカード３７または内蔵メ
モリ３８への全圧縮データの書込み終了に伴なって、制御部３２はＣＣＤ２３からＤＲＡ
Ｍ３１への経路を再び起動する。
【００６２】
また、制御部３２には、キー入力部３９、音声処理部４０、ＵＳＢインタフェース（Ｉ／
Ｆ）４１、及びストロボ駆動部４２が接続される。
【００６３】
キー入力部３９は、上述したシャッタキー９、電源キー８、モードスイッチ１０、メニュ
ーキー１２、十字キー１３及びセットキー１４等から構成され、それらのキー操作に伴な
う信号は直接制御部３２へ送出される。
【００６４】
音声処理部４０は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、音声の録音時には上記マイクロホン
部（ＭＩＣ）５より入力された音声信号をデジタル化し、所定のデータファイル形式、例
えばＭＰ３（ＭＰＥＧ－１　ａｕｄｉｏ　ｌａｙｅｒ　３）規格にしたがってデータ圧縮
して音声データファイルを作成してメモリカード３７または内蔵メモリ３８へ送出する一
方、音声の再生時にはメモリカード３７または内蔵メモリ３８から送られてきた音声デー
タファイルの圧縮を解いてアナログ化し、上記スピーカ部（ＳＰ）１１を駆動して、拡声
放音させる。
【００６５】
ＵＳＢインタフェース４１は、ＵＳＢコネクタを介して有線接続されるパーソナルコンピ
ュータ等の他の情報端末装置との間で画像データその他の送受を行なう場合の通信制御を
行なう。
【００６６】
ストロボ駆動部４２は、静止画像撮影時に図示しないストロボ用の大容量コンデンサを充
電した上で、制御部３２からの制御に基づいて上記ストロボ発光部６を閃光駆動する。
【００６７】
しかるに、静止画像ではなく動画像の撮影時においては、シャッタキー９が操作され続け
ている間、上述した静止画データをＪＰＥＧ回路３６でデータ圧縮した静止画データファ
イルのメモリカード３７または内蔵メモリ３８への記録を時間的に連続して実行し、該シ
ャッタキー９の操作が終わるか、または所定の制限時間、例えば３０秒が経過した時点で
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それら一連の静止画データファイルを一括してモーションＪＰＥＧのデータファイル（Ａ
ＶＩファイル）として設定し直す。
【００６８】
また、基本モードである再生モード時には、制御部３２がメモリカード３７または内蔵メ
モリ３８に記録されている画像データを選択的に読出し、ＪＰＥＧ回路３６で記録モード
時にデータ圧縮した手順と全く逆の手順で圧縮されている画像データを伸長し、伸長した
画像データをＤＲＡＭインタフェース３０を介してＤＲＡＭ３１に保持させた上で、この
ＤＲＡＭ３１の保持内容をＶＲＡＭコントローラ３３を介してＶＲＡＭ３４に記憶させ、
このＶＲＡＭ３４より定期的に画像データを読出してビデオ信号を発生し、上記表示部１
７で再生出力させる。
【００６９】
選択した画像データが静止画像ではなく動画像であった場合、選択した動画像ファイルを
構成する個々の静止画データの再生を時間的に連続して実行し、すべての静止画データの
再生を終了した時点で、次に再生の指示がなされるまで先頭に位置する静止画データのみ
を用いて再生表示する。
【００７０】
次に上記実施の形態の動作について説明する。
なお、以下に示す各処理は、基本的に制御部３２が予め固定記憶されたプログラムに基づ
いて実行するものである。
【００７１】
図３は、再生モード時の処理内容を示すもので、その当初には、再生モード下で例えばメ
ニューキー１２と十字キー１３、及びセットキー１４の操作により動画編集モードのメニ
ュー項目を選択する（ステップＡ０１）。
【００７２】
図４（Ａ）は、このとき表示部１７で他のメニュー項目と共に表示される「動画編集モー
ド」をメニュー項目として選択している状態を示す。このとき「動画編集モード」は図示
する如く他のメニュー項目と区別するべく反転し、且つ点滅して表示されるもので、この
選択状態からセットキー１４を操作することにより、「動画編集モード」が確定される。
【００７３】
図４（Ｂ）は、動画編集モード下で、具体的にどのような編集を行なうのか、その編集方
法を選択する項目を列挙した表示部１７での画面を例示している。
【００７４】
この場合、編集方法としては、例えば「時間設定分割（後）」「時間設定分割（前）」「
期間指定分割」「分割」の４つが少なくとも選択可能であるものとし、その内の「時間設
定分割（後）」が選択されて反転し、且つ点滅して表示されている状態を示す。
【００７５】
ここで「時間設定分割（後）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を始端として、ユ
ーザが任意に設定する時間幅分だけその後側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画デ
ータとして記憶する編集方法を示す。
【００７６】
「時間設定分割（前）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を終端として、ユーザが
任意に設定する時間幅分だけその前側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データと
して記憶する編集方法を示す。
【００７７】
「期間指定分割」とは、動画データ中の任意の２つの編集点位置を始端と終端としてそれ
ら２つの編集点位置間に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データとして記憶する編
集方法を示す。
【００７８】
「分割」とは、動画データ中の任意の編集点位置を分割点として、その前に位置する部分
と後に位置する部分とを抽出し、それぞれ別の新規な動画データとして記憶する編集方法
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を示している。
【００７９】
これら編集方法の中から「時間設定分割（後）」を選択して設定すると（ステップＡ０２
）、次いで抽出する動画データの時間を任意に設定する画面が表示部１７に表示される。
【００８０】
図４（Ｃ）は、このとき表示部１７に表示される時間設定画面を例示するものである。同
図（Ｃ）では、「分」の単位の数値を設定する状態を示すもので、この「分」の数値の設
定に続いて「秒」の数値及び「秒以下」の数値を設定を実行することで、時間の設定を終
える（ステップＡ０３）。
【００８１】
その後、編集すべき対象となる動画データを選択し（ステップＡ０４）、その再生開始を
指示操作すると（ステップＡ０５）、選択された動画データをその先頭位置から再生しな
がら（ステップＡ０６）、編集点の位置指示が例えばシャッタキー９の操作によりなされ
るか否か（ステップＡ０７）、動画データの再生が終了したか否か（ステップＡ０８）を
繰返し判断することで、これら編集点の位置指示と再生の終了のいずれかの状態となるの
を待機する。
【００８２】
しかるに、シャッタキー９の操作により編集点の位置指示がなされた場合にはステップＡ
０７でこれを判断し、指示された編集点位置を始端とし、上記ステップＡ０３で設定され
た時間幅分だけ後側の動画データを抽出（コピー）して、別の動画データとして作成しメ
モリカード３７または内蔵メモリ３８に新規に記憶保存した後（ステップＡ０９）、上記
ステップＡ０６からの処理に戻る。
【００８３】
図５（Ａ）は、編集対象となった元の動画データＡを例示するもので、この動画データの
再生中、図中に示すように編集点の位置指示を２度行なったものとする。
【００８４】
したがって、はじめに指示した編集点位置を始端としてそれから設定時間分の内容が抽出
され、図５（Ｂ）に示すような新規の動画ファイルＢとして記憶される一方で、２度目に
指示した編集点位置を始端としてそれから設定時間分の内容が抽出され、図５（Ｃ）に示
すような新規の動画ファイルＣとして記憶される。
【００８５】
しかして、動画データの再生が終了した時点でステップＡ０８によりこれを判断すると、
次に上記動画データの再生中に編集点の位置指示に伴って作成した新規の動画データで、
まだ自動再生していないものがあるか否かを判断する（ステップＡ１０）。
【００８６】
動画データの再生中にシャッタキー９の操作により編集点の位置指示が１度もなされなか
った場合には、この時点で対応する新規の動画データがないものとして以上で一連の処理
を終了する。
【００８７】
一方、ステップＡ１０で自動再生していない新規の動画データがあると判断した場合には
、その新規の動画データを例えば編集点の位置指示が先になされた順序に従って１つ選択
する（ステップＡ１１）。
【００８８】
そして、その選択した新規の動画データを自動再生しながら（ステップＡ１２）、再生が
終了するのを待機し（ステップＡ１３）、終了したと判断した時点で、再び上記ステップ
Ａ１０からの処理に戻る。
【００８９】
こうして、編集点の位置指示により新規に作成した動画データの数だけ、元の動画データ
の再生後に自動再生するのを繰返し実行し、すべての新規の動画データの自動再生が終了
すると、上記ステップＡ１０でこれを判断して、以上で一連の処理を終了する。
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【００９０】
なお、上記実施の形態では、位置指示した編集点を始端として、設定した時間分だけ時間
軸上でその後方向の動画データを抽出して別の新規な動画データを作成する場合について
説明したが、位置指示した編集点を終端として、設定した時間分だけ時間軸上でその前方
向に遡った動画データを抽出して別の新規な動画データを作成するものとしてもよい。
【００９１】
図６（Ａ）は、このように動画編集を行なう場合の、編集対象となる元の動画データＡを
例示するもので、この動画データの再生中、図中に示すように編集点の位置指示を２度行
なったものとする。
【００９２】
したがって、はじめに指示した編集点位置を終端としてそれから設定時間分だけ遡った内
容が抽出され、図６（Ｂ）に示すような新規の動画ファイルＢとして記憶される一方で、
２度目に指示した編集点位置を終端としてそれから設定時間分だけ遡った内容が抽出され
、図６（Ｃ）に示すような新規の動画ファイルＣとして記憶される。
【００９３】
このように、指示した編集点を基点として、所定時間分の動画データを抽出（コピー）し
て元の動画データとは別に新規の動画データとして作成するので、元の動画データを損な
うことなく、編集点のタイミングを指示するという簡単な操作のみで、所定時間分を抽出
した新規の動画データを作成することができる。
【００９４】
その場合、例えば編集点の指示位置の操作前２［秒］と操作後８［秒］の合計１０［秒］
、というように、編集点の操作のタイムラグを見込み、編集点を挟んでその前後の所定時
間を設定するものとしてもよいが、上記実施の形態のように特に必要な所定時間部分の終
端または始端のタイミングを編集点として指示するのみで新規の動画データを作成するこ
とにより、ユーザがより理解し易い形で編集点を指示できる。
【００９５】
また、新規に作成する動画データの時間を予め任意に設定できるものとしたので、ユーザ
自身が新規に作成する動画データの時間を指示でき、より適切で無駄のない編集動作が実
現できる。
【００９６】
なお、この新規の動画データ時間に関しては、上記実施の形態で説明した如く編集点の指
示以前に予め設定するものとしてもよいし、編集点の指示後に個々の動画データ毎に対応
した時間値を任意に設定するものとしてもよい。
【００９７】
また、上記実施の形態では、元の動画データを再生した後、新規に作成した動画データを
自動的に順次再生するものとしたので、新規に作成した動画データの内容を即時確認でき
、内容に不具合があった場合などに迅速に対処できる。
【００９８】
（第２の実施の形態）
以下本発明をカメラ機能付きのＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ：符号分割多元接続）方式の携帯電話機に適用した場合の第２の実施の
形態について図面を参照して説明する。
【００９９】
図７（Ａ），（Ｂ）は、この第２の実施の形態に係る携帯電話機５０の外観構成を示すも
ので、ヒンジ部５１を介在して２つの筐体５２，５３が一体に構成された折りたたみ式と
なっており、図７（Ａ）が最大限に開いた状態の内面を、図７（Ｂ）が折りたたんだ状態
の主として上部筐体５２の外面を示す。
【０１００】
図７（Ａ）に示すように上部筐体５２の内面には、受話器となるスピーカ５４及びメイン
表示部５５が備えられる。
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【０１０１】
一方、下部筐体５３の内面には、ダイヤルキー等を含む各種キー５６及び送話器となるマ
イクロホン５７が備えられる。
【０１０２】
また、図７（Ｂ）に示すように、上部筐体５２の外面には、カメラ部５８、撮影ライト５
９、シャッタキー６０、及びサブ表示部６１が備えられる。さらに、下部筐体５３内にも
延在されているアンテナ６２がヒンジ部５１より外部に突出形成される。
【０１０３】
図８は、上記携帯電話機５０の回路構成を示すものである。同図で、上記アンテナ６２は
最寄りの基地局とＣＤＭＡ方式の通信を行ない、このアンテナ６２にＲＦ部７１を接続し
ている。
【０１０４】
このＲＦ部７１は、受信時にはアンテナ６２から入力された信号をデュプレクサで周波数
軸上から分離し、ＰＬＬシンセサイザから出力される所定周波数の局部発振信号と混合す
ることによりＩＦ信号に周波数変換し、さらに広帯域ＢＰＦで受信周波数チャネルのみを
抽出し、ＡＧＣ増幅器で希望受信波の信号レベルを一定にしてから次段の変復調部７２へ
出力する。
【０１０５】
一方、ＲＦ部７１は送信時に、変復調部７２から送られてくるＯＱＰＳＫ（Ｏｆｆｓｅｔ
　Ｑｕａｄｒｉ－Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）の変調信号を、後述する制御
部７５からの制御に基づいてＡＧＣ増幅器で送信電力制御した後にＰＬＬシンセサイザか
ら出力される所定周波数の局部発振信号と混合してＲＦ帯に周波数変換し、ＰＡ（Ｐｏｗ
ｅｒ　Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）で大電力に増幅して、上記デュプレクサを介してアンテナ６
２より輻射送信させる。
【０１０６】
変復調部７２は、受信時にＲＦ部７１からのＩＦ信号を直交検波器でベースバンドＩ・Ｑ
（Ｉｎ－ｐｈａｓｅ・Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ－ｐｈａｓｅ）信号に分離し、デジタル化し
てＣＤＭＡ部７３に出力する。
【０１０７】
一方、変復調部７２は送信時に、ＣＤＭＡ部７３から送られてくるデジタル値のＩ・Ｑ信
号をアナログ化した後に直交変調器でＯＱＰＳＫ変調してＲＦ部７１に送出する。
【０１０８】
ＣＤＭＡ部７３は、受信時に変復調部７２からのデジタル信号をＰＮ（Ｐｓｅｕｄｏ　Ｎ
ｏｉｓｅ：擬似雑音）符号のタイミング抽出回路及びそのタイミング回路の指示に従って
逆拡散・復調を行なう複数の復調回路に入力し、そこから出力される複数の復調シンボル
の同期をとって合成器で合成して音声処理部７４に出力する。
【０１０９】
一方、ＣＤＭＡ部７３は送信時に、音声処理部７４からの出力シンボルを拡散処理した後
にデジタルフィルタで帯域制限をかけてＩ・Ｑ信号とし、変復調部７２に送出する。
【０１１０】
音声処理部７４は、受信時にＣＤＭＡ部７３からの出力シンボルをデインタリーブし、そ
れからビタビ復調器で誤り訂正処理を施した後に、音声処理ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓ
ｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｃｅｓｓｏｒ）で圧縮されたデジタル信号から通常のデジタル音声
信号へと伸長し、これをアナログ化して上記スピーカ（ＳＰ）５４を拡声駆動させる。
【０１１１】
一方、音声処理部７４は送信時に、上記マイクロホン（ＭＩＣ）５７から入力されるアナ
ログの音声信号をデジタル化した後に音声処理ＤＳＰでデータ量を圧縮し、それから畳込
み符号器で誤り訂正符号化してからインタリーブし、その出力シンボルをＣＤＭＡ部７３
へ送出する。
【０１１２】
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しかして、上記ＲＦ部７１、変復調部７２、ＣＤＭＡ部７３、及び音声処理部７４に対し
て制御部７５を接続し、この制御部７５にＧＰＳレシーバ７６、画像撮影部７７、画像処
理部７８、上記メイン表示部５５、上記サブ表示部６１、メモリカード７９、ＬＥＤ部８
０、及びバイブレータ部８１を接続している。
【０１１３】
ここで制御部７５は、ＣＰＵと後述する動画編集動作等を含むその動作プログラムを固定
的に記憶したＲＯＭ、及びワークメモリとして使用されるＲＡＭ等で構成され、この携帯
電話機５０全体の動作を制御する。
【０１１４】
ＧＰＳレシーバ７６は、ＧＰＳアンテナ８２が受信する複数のＧＰＳ衛星からの測位情報
により現在位置の緯度、経度、及び高度と正確な現在時刻とを算出し、制御部７５へ出力
する。
【０１１５】
画像撮影部７７は、制御部７５の制御の下に、上記カメラ部５８を構成する光学レンズ系
８３の撮影光軸後方に配置されたＣＣＤ８４での撮影動作を制御し、撮影により得られる
画像データをデジタル化して出力する。
【０１１６】
画像処理部７８は、画像撮影部７７より得られる画像データを例えばＪＰＥＧ方式に基づ
いてデータ圧縮する一方で、受信した画像データのデータ圧縮を解いて伸長し、元のビッ
トマップ状の画像データを得る。
【０１１７】
メモリカード７９は、この携帯電話機５０に着脱自在に備えられるもので、自機で撮影し
た画像データや受信により得た画像データ等を記憶しておく。
【０１１８】
ＬＥＤ部８０は、上記撮影ライト５９を構成する高輝度白色ＬＥＤとその駆動回路とでな
るものであり、必要によりカメラ部５８の撮影対象となる被写体方向に向けて補助光を照
射する。
【０１１９】
バイブレータ部８１は、着信時等に予め設定された振動パターン及び振動強度で振動する
。
【０１２０】
なお、上記メイン表示部５５及びサブ表示部６１は、いずれもバックライト付きの反射／
透過型カラー液晶パネルで構成され、バックライトを点灯して透過型液晶としての表示が
可能である一方、見やすさは多少落ちるものの、バックライトを消灯して外光を用いた反
射型液晶としての表示も可能であるものとする。
【０１２１】
また、図示はしないが、上記ヒンジ部５１には上部筐体５２と上部筐体５２の展開状態及
び折りたたみ状態を検出するための機構を有するものとする。この検出機構からの情報に
より制御部７５は、カメラ部５８により画像を撮影しようとすべく各種キー５６のカメラ
キー５６ａを操作して移行するカメラモードにおいて、上記図７（Ａ）に示したように上
部筐体５２と下部筐体５３を開いた展開状態では、この携帯電話機５０のユーザが自分以
外の他者を撮影しようとする「相手撮り」を行なおうとしているものと判断し、サブ表示
部６１での表示を停止してメイン表示部５５でカメラ部５８でのモニタ画像を表示させる
。このとき、各種キー５６のセット（ＳＥＴ）キー５６ｂがシャッタキーとして機能する
ものとする。
【０１２２】
反対に、上記図７（Ｂ）に示したように上部筐体５２と下部筐体５３を閉じた折りたたみ
状態では、この携帯電話機５０のユーザが自分自身を撮影しようとする「自分撮り」を行
なおうとしているものと判断し、メイン表示部５５での表示を停止してサブ表示部６１で
カメラ部５８でのモニタ画像を表示させる。このとき、シャッタキー６０を操作すること
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で画像の撮影を実行できる。
【０１２３】
なお、この携帯電話機５０においても、上記第１の実施の形態のデジタルカメラ１と同様
に、静止画のみならず動画の記録と再生とが可能であるものとする。
【０１２４】
その場合、撮影により得た静止画データ及び動画データはいずれもメモリカード７９に記
憶し、このメモリカード７９に記憶した内容を再生モード下での選択指示により任意にメ
イン表示部５５で再生出力することが可能であると共に、適宜電子メールの添付ファイル
として選択設定することで、通信相手にも送信することが可能であるものとする。
【０１２５】
次に上記実施の形態の動作について説明する。
なお、以下に示す各処理は、基本的に制御部７５が予め固定記憶されたプログラムに基づ
いて実行するものである。
【０１２６】
図９は、再生モード時の処理内容を示すもので、その当初には、再生モード下で動画編集
モードを選択する（ステップＢ０１）。
【０１２７】
このときメイン表示部５５では、上記図４（Ａ）に示した場合と同様に、他のメニュー項
目と共に「動画編集モード」が表示されるものとする。
【０１２８】
この「動画編集モード」を選択した状態から各種キー５６中の十字リングキーとその中央
に位置する上記セットキー５６ｂとを操作することにより、「動画編集モード」を確定す
る。
【０１２９】
このときメイン表示部５５では、動画編集モード下で具体的にどのような編集を行なうの
か、その編集方法を選択する項目を上記図４（Ｂ）で示した如く列挙する。
【０１３０】
この場合、編集方法としては、例えば「時間設定分割（後）」「時間設定分割（前）」「
期間指定分割」「分割」の４つが少なくとも選択可能であるものとし、その内の「時間設
定分割（後）」が選択されて反転し、且つ点滅して表示されている状態を示す。
【０１３１】
ここで「時間設定分割（後）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を始端として、ユ
ーザが任意に設定する時間幅分だけその後側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画デ
ータとして記憶する編集方法を示す。
【０１３２】
「時間設定分割（前）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を終端として、ユーザが
任意に設定する時間幅分だけその前側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データと
して記憶する編集方法を示す。
【０１３３】
「期間指定分割」とは、動画データ中の任意の２つの編集点位置を始端と終端としてそれ
ら２つの編集点位置間に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データとして記憶する編
集方法を示す。
【０１３４】
「分割」とは、動画データ中の任意の編集点位置を分割点として、その前に位置する部分
と後に位置する部分とを抽出し、それぞれ別の新規な動画データとして記憶する編集方法
を示している。
【０１３５】
これら編集方法の中から「期間指定分割」を選択して設定し（ステップＢ０２）、編集す
べき対象となる動画データを選択した上で（ステップＢ０３）、その再生開始を指示操作
する（ステップＢ０４）。
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【０１３６】
この指示操作に伴い、以後、選択された動画データをその先頭位置から再生しながら（ス
テップＢ０５）、編集点の位置指示が例えばセットキー５６ｂの操作によりなされるか否
か（ステップＢ０６）、動画データの再生を終了したか否か（ステップＢ０７）を繰返し
判断することで、これら編集点の位置指示と再生の終了のいずれかの状態となるのを待機
する。
【０１３７】
しかるに、セットキー５６ｂの操作により編集点の位置指示がなされた場合には、次にそ
の編集点の位置が新規に作成する動画データの始端を指示するものであるか否かを判断す
る（ステップＢ０８）。
【０１３８】
ここで、編集点の位置が始端を指示するものであると判断した場合には、その指示位置を
例えば時間情報として一旦記憶した上で（ステップＢ０９）、再び上記ステップＢ０５か
らの処理に戻る。
【０１３９】
また、ステップＢ０８で編集点の位置が始端を指示するものではないと判断した場合には
、すでに始端が指示されており、今回の編集点の位置が終端を指示するものであるので、
その直前の始端指示に際して上記ステップＢ０９で記憶した始端位置と今回の終端位置と
で期間指定される範囲の動画データを抽出（コピー）して、別の動画データとして作成し
、メモリカード７９に新規に記憶保存した後（ステップＢ１０）、上記ステップＢ０５か
らの処理に戻る。
【０１４０】
図１０（Ａ）は、編集対象となった元の動画データＡを例示するもので、この動画データ
の再生中、図中に示すように編集点の位置指示を計４度行なったものとする。
【０１４１】
したがって、まず１度目に指示した編集点位置を始端とし、２度目に指示した編集点位置
を終端とする範囲の内容が抽出され、図１０（Ｂ）に示すような新規の動画ファイルＢと
して記憶される。
【０１４２】
その後の３度目に指示した編集点位置を始端とし、４度目に指示した編集点位置を終端と
する範囲の内容が抽出され、図１０（Ｃ）に示すような新規の動画ファイルＣとして記憶
される。
【０１４３】
しかして、動画データの再生が終了した時点でステップＢ０７によりこれを判断すると、
次に上記元となる動画データの再生中に編集点の位置指示に伴って作成した新規の動画デ
ータで、まだ自動再生していないものがあるか否かを判断する（ステップＢ１１）。
【０１４４】
動画データの再生中にセットキー５６ｂの操作により編集点の位置指示が最大１度しかな
されなかった場合には、この時点で対応する新規の動画データがないものとして以上で一
連の処理を終了する。
【０１４５】
一方、ステップＢ１１で自動再生していない新規の動画データがあると判断した場合には
、その新規の動画データを例えば編集点の位置指示が先になされた順序に従って１つ選択
する（ステップＢ１２）。
【０１４６】
そして、その選択した新規の動画データを自動再生しながら（ステップＢ１３）、再生が
終了するのを待機し（ステップＢ１４）、終了したと判断した時点で、再び上記ステップ
Ｂ１１からの処理に戻る。
【０１４７】
こうして、編集点の位置指示により新規に作成した動画データの数だけ、元の動画データ
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の再生後に自動再生するのを繰返し実行し、すべての新規の動画データの自動再生が終了
すると、上記ステップＢ１１でこれを判断して、以上で一連の処理を終了する。
【０１４８】
このように、元の動画データから抽出してコピーする範囲の始端と終端を例えば各種キー
５６のセットキー５６ｂの操作により指示することで、元の動画データとは別に新規の動
画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単な操作のみで必要な
長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１４９】
（第３の実施の形態）
以下本発明をカメラ機能付きのＣＤＭＡ方式の携帯電話機に適用した場合の第３の実施の
形態について図面を参照して説明する。
【０１５０】
なお、本発明の実施の形態に係る携帯電話機に関し、その外観構成については上記図７に
示したものと、また電子回路の構成については上記図８に示したものと基本的には同様で
あるものとして、同一部分には同一符号を付してその図示及び説明は省略するものとする
。
【０１５１】
次に上記実施の形態の動作について説明する。
なお、以下に示す各処理は、基本的に制御部７５が予め固定記憶されたプログラムに基づ
いて実行するものである。
【０１５２】
図１１は、再生モード時の処理内容を示すもので、その当初には、再生モード下で動画編
集モードを選択する（ステップＣ０１）。
【０１５３】
このときメイン表示部５５では、上記図４（Ａ）に示した場合と同様に、他のメニュー項
目と共に「動画編集モード」が表示されるものとする。
【０１５４】
この「動画編集モード」を選択した状態から各種キー５６中の十字リングキーとその中央
に位置する上記セットキー５６ｂとを操作することにより、「動画編集モード」を確定す
る。
【０１５５】
このときメイン表示部５５では、動画編集モード下で具体的にどのような編集を行なうの
か、その編集方法を選択する項目を上記図４（Ｂ）で示した如く列挙する。
【０１５６】
この場合、編集方法としては、例えば「時間設定分割（後）」「時間設定分割（前）」「
期間指定分割」「分割」の４つが少なくとも選択可能であるものとし、その内の「時間設
定分割（後）」が選択されて反転し、且つ点滅して表示されている状態を示す。
【０１５７】
ここで「時間設定分割（後）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を始端として、ユ
ーザが任意に設定する時間幅分だけその後側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画デ
ータとして記憶する編集方法を示す。
【０１５８】
「時間設定分割（前）」とは、動画データ中の任意の編集点位置を終端として、ユーザが
任意に設定する時間幅分だけその前側に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データと
して記憶する編集方法を示す。
【０１５９】
「期間指定分割」とは、動画データ中の任意の２つの編集点位置を始端と終端としてそれ
ら２つの編集点位置間に位置する部分を抽出し、別の新規な動画データとして記憶する編
集方法を示す。
【０１６０】
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「分割」とは、動画データ中の任意の編集点位置を分割点として、その前に位置する部分
と後に位置する部分とを抽出し、それぞれ別の新規な動画データとして記憶する編集方法
を示す。
【０１６１】
これら編集方法の中から「分割」を選択して設定し（ステップＣ０２）、編集すべき対象
となる動画データを選択した上で（ステップＣ０３）、その再生開始を指示操作する（ス
テップＣ０４）。
【０１６２】
この指示操作に伴い、以後、選択された動画データをその先頭位置から再生しながら（ス
テップＣ０５）、編集点の位置指示が例えばセットキー５６ｂの操作によりなされるか否
か（ステップＣ０６）、動画データの再生を終了したか否か（ステップＣ０７）を繰返し
判断することで、これら編集点の位置指示と再生の終了のいずれかの状態となるのを待機
する。
【０１６３】
しかるに、セットキー５６ｂの操作により編集点の位置指示がなされた場合には、次にそ
の編集点の位置を終端として元の動画データの先頭またはその直前に指示された編集点か
ら今回の編集点の位置までの範囲の動画データを抽出（コピー）して、別の動画データと
して作成し、メモリカード７９に新規に記憶保存した後（ステップＣ０８）、上記ステッ
プＣ０５からの処理に戻る。
【０１６４】
しかして、動画データの再生が終了した時点でステップＣ０７によりこれを判断すると、
次に最後に編集点が指示された位置を始端とし、終了位置を終端とする範囲の動画データ
を抽出（コピー）して、別の動画データとして作成し、メモリカード７９に新規に記憶保
存する（ステップＣ０９）。
【０１６５】
図１２（Ａ）は、編集対象となった元の動画データＡを例示するもので、この動画データ
の再生中、図中に示すように編集点の位置指示を計２度行なったものとする。
【０１６６】
したがって、まず１度目に指示した編集点位置を終端とし、先頭位置からその指示した編
集点位置までの範囲の内容が抽出され、図１２（Ｂ）に示すような新規の動画ファイルＢ
として記憶される。
【０１６７】
その後の２度目に指示した編集点位置を終端とし、その直前に指示された１度目の編集点
位置を始端とする範囲の内容が抽出され、図１２（Ｃ）に示すような新規の動画ファイル
Ｃとして記憶される。
【０１６８】
その後、元の動画データＡの再生が終了したと判断した時点で、その２度目に指示した編
集点位置を始端とし、動画データＡの終端を終端とする範囲の内容が抽出され、図１２（
Ｄ）に示すような新規の動画ファイルＤとして記憶される。
【０１６９】
このように元の動画データをすべて利用し、編集点で分割したものとして新規の動画デー
タを作成した後に、上記元となる動画データの再生中に編集点の位置指示に伴って作成し
た新規の動画データで、まだ自動再生していないものがあるか否かを判断する（ステップ
Ｃ１１）。
【０１７０】
動画データの再生中にセットキー５６ｂの操作により編集点の位置指示が１度もなされな
かった場合には、この時点で対応する新規の動画データがないものとして以上で一連の処
理を終了する。
【０１７１】
一方、ステップＣ１１で自動再生していない新規の動画データがあると判断した場合には
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、その新規の動画データを１つ選択する（ステップＣ１２）。
【０１７２】
そして、その選択した新規の動画データを自動再生しながら（ステップＣ１３）、再生が
終了するのを待機し（ステップＣ１４）、終了したと判断した時点で、再び上記ステップ
Ｃ１１からの処理に戻る。
【０１７３】
こうして、編集点の位置指示により分割して新規に作成した動画データの数だけ、元の動
画データの再生後に自動再生するのを繰返し実行し、すべての新規の動画データの自動再
生が終了すると、上記ステップＣ１１でこれを判断して、以上で一連の処理を終了する。
【０１７４】
このように、編集点として分割する位置を例えば各種キー５６のセットキー５６ｂの操作
により指示することで、元の動画データとは別にその位置の前後をそれぞれ分割した新規
の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡単な操作のみで新
規の動画データを作成することができる。
【０１７５】
なお、上記第１乃至第３の実施の形態では、いずれも動画編集モード時に編集点の位置を
指示して元の動画データとは別の新規の動画データをただ単に作成するものとしているが
、新規の動画データを作成した後、ユーザに元の動画データを削除することの確認を例え
ば表示部でのガイドメッセージと対応するキー操作入力等によりとった上で、元の動画デ
ータの削除を実行するようにしてもよい。
【０１７６】
このように、元の動画データが必要ないと判断した時点で自動削除することにより、特に
動画データの記憶に要する容量が制限されている機器の場合であっても、その記憶容量を
有効に活用できる。
【０１７７】
特に、上記第３の実施の形態で説明した、元の動画データを編集点を基点として分割する
方法では、分割後の新規に作成された動画データを組合わせることで元の動画データを容
易に復元することができるため、編集作業後に自動的に元の動画データを削除するものと
しても、失われるものはなく、より有効に活用できる。
【０１７８】
なお、上記第１の実施の形態は本発明をデジタルカメラに適用した場合、第２及び第３の
実施の形態は本発明をカメラ機能付きの携帯電話機に適用した場合についてそれぞれ示し
たものであるが、本発明はこれに限らず、動画データを再生可能な電子機器であれば、Ｐ
ＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ：個人向け携帯情報端末
）やハンドヘルドタイプのパーソナルコンピュータなど、いずれの機器でも適用可能であ
る。
【０１７９】
その他、本発明は上記実施の形態に限らず、その要旨を逸脱しない範囲内で種々変形して
実施することが可能であるものとする。
【０１８０】
さらに、上記実施の形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要
件における適宜な組合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施の形態に示さ
れる全構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の
欄で述べた課題の少なくとも１つが解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果の少
なくとも１つが得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され
得る。
【０１８１】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動画デー
タとは別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうことなく、
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簡単な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１８２】
請求項２記載の発明によれば、上記請求項１記載の発明の効果に加えて、必要な所定時間
部分の終端または始端のタイミングを編集点として指示するのみで新規の動画データを作
成するようになり、ユーザが理解し易い形で編集点を指示できる。
【０１８３】
請求項３記載の発明によれば、上記請求項１または２記載の発明の効果に加えて、ユーザ
自身が新規に作成する動画データの時間を指示できるため、より適切で無駄のない編集動
作が実現できる。
【０１８４】
請求項４記載の発明によれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の動画デ
ータとは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡
単な操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１８５】
請求項５記載の発明によれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データとは別
にその前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損
なうことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
【０１８６】
請求項６記載の発明によれば、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明の効果に加えて
、元の動画データが必要ないと判断した時点で自動削除することにより、動画データの記
憶に要する容量が制限されている場合でもその容量を有効に活用できる。
【０１８７】
請求項７記載の発明によれば、上記請求項１乃至５いずれかに記載の発明の効果に加えて
、新規に作成した動画データを即時再生することによりその内容を確認できるので、新規
に作成した動画データの内容に不具合があった場合などに迅速に対処できる。
【０１８８】
請求項８記載の発明によれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動画デー
タとは別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうことなく、
簡単な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１８９】
請求項９記載の発明によれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の動画デ
ータとは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、簡
単な操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１９０】
請求項１０記載の発明によれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データとは
別にその前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画データを
損なうことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
【０１９１】
請求項１１記載の発明によれば、指示された編集点を基点とした所定時間分が元の動画デ
ータとは別に新規の動画データとして作成されるので、元の動画データを損なうことなく
、簡単な操作のみで所定時間分を抽出した新規の動画データを作成することができる。
【０１９２】
請求項１２記載の発明によれば、抽出する部分の始端と終端を指示することで、元の動画
データとは別に新規の動画データが作成されるので、元の動画データを損なうことなく、
簡単な操作のみで必要な長さ分だけを抽出した新規の動画データを作成することができる
。
【０１９３】
請求項１３記載の発明によれば、分割する点位置を指示することで、元の動画データとは
別にその前後をそれぞれ分割した新規の動画データが作成されるので、元の動画データを
損なうことなく、簡単な操作のみで新規の動画データを作成することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態に係るデジタルカメラの外観構成を示す斜視図。
【図２】　同実施の形態に係るデジタルカメラの電子回路構成を示すブロック図。
【図３】　同実施の形態に係る再生モード時の特に動画編集モードでの処理内容を示すフ
ローチャート。
【図４】　同実施の形態に係る動画編集モードでの表示画面の遷移を例示する図。
【図５】　同実施の形態に係る動画データの編集タイミングとそれにより新規作成される
動画データとの対応を例示する図。
【図６】　同実施の形態に係る動画データの編集タイミングとそれにより新規作成される
動画データとの対応を例示する図。
【図７】　本発明の第２の実施の形態に係る携帯電話機の外観構成を示す図。
【図８】　同実施の形態に係る携帯電話機の電子回路構成を示すブロック図。
【図９】　同実施の形態に係る再生モード時の特に動画編集モードでの処理内容を示すフ
ローチャート。
【図１０】　同実施の形態に係る動画データの編集タイミングとそれにより新規作成され
る動画データとの対応を例示する図。
【図１１】　本発明の第３の実施の形態に係る再生モード時の特に動画編集モードでの処
理内容を示すフローチャート。
【図１２】　同実施の形態に係る動画データの編集タイミングとそれにより新規作成され
る動画データとの対応を例示する図。
【符号の説明】
１…デジタルカメラ、２…撮影レンズ、３…セルフタイマランプ、４…光学ファインダ窓
、５…マイクロホン部、６…ストロボ発光部、７…ラバーグリップ、８…電源キー、９…
シャッタキー、１０…モードスイッチ（ＳＷ）、１１…スピーカ部、１２…メニューキー
、１３…十字キー、１４…セットキー、１５…光学ファインダ、１６…ストロボチャージ
ランプ、１７…表示部、２１…モータ（Ｍ）、２２…レンズ光学系、２３…ＣＣＤ、２４
…タイミング発生器（ＴＧ）、２５…垂直ドライバ、２６…サンプルホールド回路（Ｓ／
Ｈ）、２７…Ａ／Ｄ変換器、２８…カラープロセス回路、２９…ＤＭＡコントローラ、３
０…ＤＲＡＭインタフェース（Ｉ／Ｆ）、３１…ＤＲＡＭ、３２…制御部、３３…ＶＲＡ
Ｍコントローラ、３４…ＶＲＡＭ、３５…デジタルビデオエンコーダ、３６…ＪＰＥＧ回
路、３７…メモリカード、３８…内蔵メモリ、３９…キー入力部、４０…音声処理部、４
１…ＵＳＢインタフェース（Ｉ／Ｆ）、４２…ストロボ駆動部、５０…携帯電話機、５１
…ヒンジ部、５２…上部筐体、５３…下部筐体、５４…スピーカ、５５…メイン表示部、
５６…各種キー、５７…マイクロホン、５８…カメラ部、５９…撮影ライト、６０…シャ
ッタキー、６１…サブ表示部、６２…アンテナ、７１…ＲＦ部、７２…変復調部、７３…
ＣＤＭＡ部、７４…音声処理部、７５…制御部、７６…ＧＰＳレシーバ、７７…画像撮影
部、７８…画像処理部、７９…メモリカード、８０…ＬＥＤ部、８１…バイブレータ部、
８２…ＧＰＳアンテナ、８３…光学レンズ系、８４…ＣＣＤ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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